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0.  はじめに
音声・映像教材はいわゆる「生きた英語」習得のための有効な教材の一つであるこ
とは間違いないが、それを身近にしてくれるのが学習環境である。
1922年、文部省顧問として来日したパーマー（H. E. Palmer 1877-1949）がオー
ラル・メソッド（Oral Method）を唱え、戦後は1956年に来日したフリーズ（C. C. 
Fries 1887-1967）が、構造言語学をベースにオーラル・アプローチ（Oral 
Approach）を提唱し、それまで読み・書きが中心だった日本の英語教育界に影響を
及ぼし始めた。しかし、オーラル・アプローチを実践できるほどの英語力を持った日
本人教員が少なく、簡単にはその普及に至らなかった。
しかし、その方向性は日本の英語教育界にしっかりと根付いており、生の英語に
触れるための学習環境の研究がその頃から徐々に進み始めている。まず、日本人教
員をサポートする手段として教育現場に登場してくるのがテープレコーダーであり、
LL（Language Laboratory）教室であった。
1960年、津田塾大学において国内初のLL教室が導入されたが、まだ豊かではな
い時代でもあり、あまり普及は進まず、1964年4月時点で、中学校・高校・大学を
含め全国でわずか48校に設置されていただけである（1）。その後、1970年代に入り、
英語専門科目としてのLLが学習指導要領に採用され全国的なLL教室普及のきっか
けとなったが、今回の指導要領改訂でLLという言葉が消え去るのはまさに時代の象
徴と言えよう。
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いずれにしても、音声重視の英語教育はずいぶん昔から重視されていたわけだが、
記録メディアが一般に普及する以前は外国人と直に接触して生の英語に触れる以外
になかった。本稿では、時代とともに変遷し英語教育の現場にもその影響を与え続
けている記録メディアに注目し、その中でも特に、昨今社会現象ともなっているイン
ターネット上の動画サイトを中心に検討を加えてみたい。
1.  メディアの変遷
音声重視の外国語教育について澤田（2007）は、他の教科よりも機械や技術の発
展に影響を受けることを指摘するとともに、機器の発達と外国語教育の変化の関係
を「カセット・テープ以前の第一世代、カセット・テープの時代の第二世代、そして、
コンピュータが登場してきた時代の第三世代で、第三世代は三つに分かれる」と述べ
ている。これをメディアに当てはめると、第一世代とはソノシートが用いられた時代
で「教室で英語音声を聞くことができた黎明期」、第二世代とはカセット・テープや
VHS ビデオテープなどの「磁気テープの時代」となるわけだが、第三世代に関して
は記録メディア乱立で詳細な分類は本稿ではあまり意味をなさないため、一括りに
デジタルファイルの時代としておきたい。この世代はLL教室からCALL教室へ移行
する時期でもあり、録音機器として何を設置するのかで議論が分かれていたのも記
憶に新しいところである。
1‐1.  ビデオデッキの登場とクローズド・キャプション
さて、学校現場では長らくカセット・テープが音声教育の中枢に存在し続けたわ
けだが、その流れを変えるきっかけとなったのが、ビデオデッキの登場である。
80～90年代にかけてビデオデッキが各家庭に普及し始め、それに呼応した形でそ
れまで音声のみだった英語教材に映像教材が登場してきた。その中で、英語教員の
注目を浴びたのが、クローズド・キャプション機能である。クローズド・キャプショ
ン（以下CC）とはもともと聴覚障害者向けに開発された技術で、ビデオテープに埋
め込まれた磁気信号をCCデコーダーで読み取り普段は表示されない字幕を画面上
に表示する機能である。このCC機能のおかげでそれまでハードルの高かった映画も
教室内で教材として成立するようになったのである。
創価大学のLL教室（現在はCALL教室）でも、普及し始めの頃からデコーダーが
設置され、AVライブラリーにはCC信号付のビデオテープ（主にハリウッド映画）が
相当数準備されており、一覧表でジャンルごとに分類するなどLLの授業や学生の自
主学習に活用できるよう工夫されていた。さらに、ビデオデッキの普及とともに登場
したスクリーンプレイシリーズなどの映画シナリオ本がこの分野における英語学習法
・教育法の拡大の一助となったのである。
このようなCCを利用した英語教育というのが当時どれほど注目されていたのかを
映画英語教育学会の紀要である『映画英語教育研究』に掲載された関連論文数が物
語っている。1995年発行の第1号では掲載論文8本のうち2本に「クローズド・キャ
プション」という単語が付されており、また論文中、「クローズド・キャプション」に
触れているものが1本である。この傾向は第3号まで続いているが、それ以降は「英
字幕」と普通に表現されるようになった。CCの賞味期限が切れたというべきか、こ
のあたりから英語教員の注目は字幕機能を含めた多機能なDVDへと移っていく。（2）
時代はデジタルへということである。
1‐2.  変貌するマルチメディアとYouTube
デジタル通信技術の発達により90年代後半からインターネットが一般化し始め、
現在では音声・映像ファイルも簡単にウェブ上でやり取りができるようになってきた。
このような時代に登場してきたのがYouTube、ヤフー動画、ニコニコ動画などの動
画ポータルサイトであり、世界中で人気を集めている。YouTubeにいたっては、現
在約8,000万本もの動画が配信され、多くのユーザーに利用されている。
元々、このような動画サイトは遠く離れた友人にビデオを見せたいという思いで開
発されたものであり、携帯端末の普及に伴い、世界中どこにいても動画をアップロー
ドできるようになり、様々な機能や関連技術も考案、提供されるようになってきた。
例えば、現在、YouTubeが提供しているサービスでは、視聴時間や再生回数に制限
がなく、無料での動画配信、アップロード、保存（エリア61ビデオダウンローダーな
どでWMV形式に変換）、チャンネル機能（同一配信者の別の配信動画を見る）、キ
ーワード検索などの機能が装備されている。
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また、最新の研究・開発では、キャプション付加機能（動画に字幕を追加する機能）、
動画アノテーション機能（動画に自由にコメントを付加する機能）、アクティブ共有機
能（自分が再生している動画を他のユーザーと共有する機能）、ストリーム機能（同じ
動画を見ている他のユーザーとチャットできる機能）などが考案されている
（YouTubeでは、これらの機能はテスト段階であり、標準装備ではない）。
他の動画配信サイトと比較すると、ニコニコ動画では、上述の動画アノテーション
機能は既に付加されている。また、ヤフー動画では、既存の映画やDVDの動画配
信が中心となっているため、字幕スーパーや吹き替えなどの機能も装備されている。
つまり、時代のキーワードは「インタラクティブ」であり、先に述べたCC機能が自分
たちで付加できる時代に突入したということなのである。
1‐3.  英語教材としてのYouTube
岡崎はこのような時代、YouTubeを効果的に英語教育に活用する方法がないかと、
今後の展開も視野に入れながら、08年度の「映画とテレビの英語」（教職科目）で実
験的に取り入れることにした（教室はコンピュータ実習室）。
使用した教材：アップルコンピュータ（以下Apple）のTVCM　“Get a Mac”（3）から
“Stuffed”の日本版、米国版、英国版
“Network”の米国版、英国版
Appleは世界各国に販売網を構築している国際企業であるが、その広告もまた人気
の理由の一つである。Appleのホームページは英語をはじめ、日本語・中国語・スペ
イン語・ドイツ語など主要言語で作成されているが、基本構造はどの国でもほぼ同
じである─apple.comではトップページ上部にはAppleのロゴとともに左から、
store・Mac・iPod+iTunes・iPhone・Downloads・Support並んでおり、日本語版
では、ストア・Mac・iPod+iTunes・iPhone・ダウンロード・サポートと表示される。
しかし、各国語で全く同じ内容を表示するわけではなく、その一つがapple.comに
存在する“Watch the new TV ads”である。AppleのこのTVCMは“Get a Mac”シ
リーズとしてアメリカ国内だけではなく、世界中から注目されており、新しいバージ
ョンが公開されると日本でもニュース配信されている（ITmediaNews 2009年4月21
日付）。
しかし、残念ながら各国で異なったバージョンのTVCMが流されているにも関わ
らず、Apple公式サイトで視聴できるのは米国版だけのようである。そこで、Apple
以外のウェブサイトから情報を得る必要があるのだが、現在の高度情報化社会では
ほんの数分でこの作業が完結してしまう。主な検索サイト（GoogleやYahoo!）を利
用すればすぐさま“Get a Mac”シリーズの動画をヒットしてくれるからだ。もちろん
この作業も教員が示すのではなく、学生自身に行わせることにより、英語による情報
リテラシーの側面も持たすことができるのだ。
目的：“Get a Mac”シリーズで国籍の異なるバージョンを比較することにより、次
の2点を理解する。
①　英語の差
②　文化の差
表1. 英語の差を学ばせるための教材とその手順
教材：日・米・英でほぼ同じ内容の“Stuffed”
手順：日本語版で導入→米国版のディクテーション→英国版の違い探し
課題：米・英の音声の違いをレポートにまとめさせる
transcripts
米国版 英国版 日本版
Mac: Hello IÕm a Mac.
PC: Hold up, here I come.
Mac: Whoa, PC? 
PC: Yeah, i tÕs all this trial 
software, they packed my hard 
d r i v e f u l l o f i t ,  a l l t h e s e 
programs that donÕt do very 
much un le s s you buy the 
whole thing are just plain 
useless, ah, really slows me 
down. You know how it is.
Mac: Hello IÕm a Mac.
PC: Wait. Hang on.
Mac: Whoa, PC? 
PC: ItÕs all the trial software, 
Mac, they packed my hard 
drive full of it, so IÕm bursting 
a t  t h e  s e a m s  a l l  t h e s e 
programs that donÕt do very 
much un le s s you buy the 
whole thing are just plain 
useless, ah, really slows me 
down. You know how it is.
Mac：どうもマックです。
PC：ちょっと待って下さい。
Mac：パソコン？ 大丈夫？
PC：最新のOSにアップグレー
ドしたんですが、ふくれっちゃ
って、すごい動きが遅いんです。
Mac：それは困ったね。
PC：しかもアップグレードす
るのにハードディスクが足りな
くて、いろんなデータを消去し
ました。
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Mac: Oh, actually I donÕt, 
Macs just comes with stuff 
you want like iTunes, iMovie, 
iPhotos, iWeb, itÕs all part of 
iLife.
Mac: Yeah. Are you ready?
PC: LetÕs just do this okay.
Mac: Okay. Hello IÕm a Mac.
PC: I forgot something.
Mac: Oh, actually I donÕt, 
Macs just comes with stuff 
you want, you know, iTunes, 
iPhotos, iMovie.  All part of 
iLife. So, are you ready?
PC: Okay. LetÕs do this.
Mac: Hello IÕm a Mac.
PC: Oh, ho ld on . I forgot 
something.
Mac：大事なものじゃなかった
らいいけど。じゃあ、いくよ。
PC：はい。
Mac：どうも、マックです。
PC：忘れもの。
表2. 異文化理解のための教材とその手順
教材：米・英でほぼ同じ内容の“Network”を利用
手順：違い探し→米・英ユーモアの違いを考えさせる
課題：他の“Get a Mac”シリーズから異文化理解につながるシーンをまとめさせる
transcripts
米国版 英国版
Mac: Hello, IÕm a Mac.
PC: And, IÕm a PC. WeÕve got a little network 
going here. And uh, it was very easy to set up.
Mac: We speak each otherÕs Language.
PC: We share internet connection. There are all 
sorts of things we do toge .ther ... who ... now 
... whoÕs this now ... whatÕs ... I 
Mac: Oh, this is that new digital camera from 
Japan; just came out. Hajime Mashite .
Cam: Hajime Mashite.
Mac: Yoroshiku Onegaishimasu .
PC: Wai-wai-wait, you speak her language?
Mac: Oh yeah, absolutely. Everything just 
kinda works with a Mac.
PC: Ah.
Mac: Ahhhh, Arigatou.
Cam: Ne ne ne, dare ano hito? Otakuppokunai?
Mac: So.
PC: Bonjourno? Hello?
Mac: Hello, IÕm a Mac.
PC: And, IÕm a PC. WeÕve got a little network 
going here. And uh, it was very easy to set up 
surprisingly.
M a c : E x a c t l y. We s p e a k e a c h o t h e r Õs 
Language.
PC: Yes, we share internet connection. There 
are all sorts of things we can do together ... 
hang on ... whoÕs this?
Mac: Oh, this is that new printer from Japan; 
just came out.
PC: Why is she connected to you? Uh, she 
probably doesnÕt realize you are a Mac. ItÕs no 
use! He is a Mac.
Mac: PC, we can communicate. Everything 
just kinda works with a Mac.
Printer: Ne, doshite kareha donatten-no?
Mac: Kare bokurani gokanseiga arunowo 
shirenenda.
PC: Listen, your, your efforts are being wasted. 
Uh, sa, wa, watashiwa o o omochi desu. E, e, 
ekiwa doko desuka? Huh? You sure she is 
Japanese?
Mac: Yeah.
異文化理解の視点に関して、Wall Street Journalに掲載された“Mac and PCÕs 
Overseas Adventures”という記事が興味深い（2007年3月1日付）─
When Apple Inc. wanted to bring its series of Ò Mac vs. PCÓ  ads to 
international markets, it faced a difficult issue: WhatÕ s funny in one culture 
can seem ill-mannered in another.
記事中には日本では直接的な比較広告があまり好まれないこと、スペイン・フランス
・ドイツ・イタリアでは米国版の吹き替えを利用したが、重要な市場であり、かつ独
自の広告文化、およびコメディ文化を持つ日本と英国では、CMをローカライズする
ために新しく撮り直していることなども述べられており、異文化理解にはかなり適切
な教材であると言えよう。さらに、言語面でも米語・英語の特徴がローカライズされ
ていることなどにも触れられている。
以上のように、“Get a Mac”シリーズは娯楽的要素を含み、且つ、教育的示唆に
富んだCMであることがおわかりいただけたと思うが、ウェブ上にはこのようなコン
テンツが無限に存在している。まさに英語教材の宝の山であるが、この宝の山も使う
側が理解できないとただの山に過ぎないのである。まさにオーラル・アプローチを実
践できる英語教員が少なくてその普及に時間がかかったのと同じく、生の英語を教
員側が理解できないと教材にはなりえないのである。そこで後半で我々はこの問題を
解決する方法について言及してみたい。
2.  新しい時代へ向けた「自動字幕付加機能」
これまで既存のメディアによる教育方法の可能性について述べてきたわけだが、
ここではさらなる語学教育に貢献するため、現在我々が取り組んでいる研究課題の
一つ、ウェブ上の動画サイトに搭載可能な「自動字幕付加機能」（仮称）について述
べてみたい。
2‐1.  動画アップロードから、受信まで
1-1でも述べたように英字幕付きのビデオは英語教育の現場では様々な形で利用さ
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れてきた。そして現在DVDなどの新しいメディアには音声多重・多国語字幕などの
機能が当然のごとく付されており、あらかじめストーリーがわかっている場合、それ
を専門家が翻訳し、字幕として付加するのが一般的である。
対して、我々が目指す「インタラクティブ」なメディアでは、字幕を付加する機能
は存在しているとしても、自動ではなく手作業である。もし、この作業を現場の教員
がすべて手作業で行うとなると、相当な負担であることは間違いない。
そこで、ここでは、自動翻訳ソフトと音声認識ソフトとキャプション付加機能・動
画アノテーション機能を融合させることで自動的に字幕を付加するということを考え
てみたい。
○case1…提供者側の端末で翻訳する場合
 
動画提供者（作成者）が、音声認識ソフトを起動した状態で動画撮影を行い、その
場でPCに音声データを取り込み、文章化する。それを自動翻訳ソフトにかけて翻訳
し、前述したキャプション付加機能・動画アノテーション機能で動画に字幕を付加す
る手法（実際には、ボタン一つで操作できるようにした、音声認識ソフトと自動翻訳
ソフトとキャプション付加機能・動画アノテーション機能を融合した自動字幕付加ソ
フトを利用する）。
○case2…受信者側の端末で翻訳する場合
 
動画受信者（視聴者）が、ダウンロードした動画を自動字幕付加ソフトにかけ、字
幕を付加して視聴する手法。
○case3-1…配信者が自動で一括翻訳する場合
 
配信者（配信サーバー）が、提供された動画を一括受信し、自動字幕付加ソフトに
かけ、字幕を付加して再配信する手法。
○case3-2…配信者が手動で一括翻訳する場合
 
配信者（配信サーバー）が、提供された動画を一括受信し、人の手を介して翻訳し、
字幕を付加して再配信する手法。
case1については、動画提供者側の端末に、case2については、受信者側の端末に、
それぞれ以下の①の機能が必要となる。
また、case3については、配信者サーバーに①または②の機能が必要となる。
動画提供者側端末 受信者側端末
再生保存動画デ ター 字幕付き動画
動画デ ター
動画提供者側端末 受信者側端末
字幕付き動画 再生保存
動画デ ター
動画提供者側端末 配信者サーバ 受信者側端末
字幕付き動画
（自動）
再生保存
動画デ ター
動画提供者側端末 配信者サーバ 受信者側端末
字幕付き動画
（手動）
再生保存
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2‐2.  case1～3の実現性
○case1、2について
一般ユーザーPC用の自動字幕付加ソフトの開発が必要となる。現在市販されてい
る音声認識ソフトや自動翻訳ソフトをプログラム上合成し、キャプション付加機能・
動画アノテーション機能と融合させて利用することで、1つのソフトにすることは可
能と考えられる。しかし、開発に時間がかかるという問題点がある。 
また、各個人ユーザー向けに、自動字幕付加ソフトの配布とダウンロードをする必
要がある。更に、音声認識ソフトと自動翻訳ソフトの性能に左右されるという問題も
ある。
○case3について
配信者サーバーを経由させて、字幕付き動画を送信する場合も配信者サーバー用
の自動字幕付加ソフトの開発が必要となる。また、case1、2と同様に、音声認識ソ
フトと自動翻訳ソフトの性能に左右される問題もあるが、こちらは配信速度と“自動”
にこだわらなければ、“手動（人の手を介して）”で翻訳し、字幕を付加するというこ
とは十分可能であると考えられる（case3-2）。
また、データがサーバーに集中することが予想される。これは、動画提供者のリ
クエストに応じる形で字幕付加を絞り込み、解決できると思われる。
今回のcase1～3では、技術面また翻訳の信頼性での実現度はcase3-2が最も高い
が、配信速度が遅い、“手動翻訳”、コストがかかるなど現状の教育現場の問題その
ものである。
我々の研究グループでは、現在、最も有益、かつ、現実的と思われるcase1の実
現に向けて、自動字幕付加ソフトの研究開発に取り組んでいる。
まとめ
これまでPCを中心に設計されていたCALL教室がネットワーク中心のCALL教
室へと変貌を遂げていく。しばしば、CBT（computer -based training）とWBT
（web-based training）の区別で呼ばれるが、現在の情報通信技術の発展によりスタ
ンドアロンのCBTではなく、インタラクティブで学習者のマネージメントが容易な
WBTの方が主流となっていく。MoodleなどのLMS（learning management 
system）の爆発的な普及も「インタラクティブ」というキーワードを錦の御旗に進め
られてきたわけだが、この流れはモバイル型も含めて未来の英語教育に大きな影響
を与えていくことは疑いないであろう。
そんな中、英語教育がその時代の機械や技術の影響を受けるのならば、我々は今
回一歩先を歩んでみようと自動字幕付加ソフトの開発をスタートさせたのである。も
ちろん自動字幕付加ソフトの開発には先に述べたように、様々な課題が山積してい
るのは否定できない。しかし、かつて、LL教室を導入したパイオニアたちの気概に
学びながら、我々も日本の英語教育の一端を担うべく、今後とも開発を継続していく。
（本稿は第15回映画英語教育学会全国大会で口頭発表したものに加筆したもので
す。）
註
（1） 三浦（2004）は専修大学のLL教室開設（1964年）に言及して「当時、全国の教育機関でLL教
室があったのは、わずか48校に過ぎませんでした。生田キャンパスの2号館2階（現在の221と
①
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動画デ ター 配信
動画
デ ター 手動で翻訳
動画アノテー
ション機能
字幕付き
動画デ ター 配信
－ 160－
222教室辺り）にオープンリールテープとレコード盤をメディアとするLL教室、椅子にイヤフォ
ンのついた「ヒアリングルーム」、さらに録音室と編集室を備えた最新機器で語学教育界の注目
を浴びました。」と述べている。
（2） DVDの機能について岡崎は南・岡崎（2005）で論じている。
（3） アップルコンピュータのホームページに“Get a Mac”というページが用意され、そこでTVCM
が視聴できるようになっている（2009年5月現在）。http://www.apple.com/getamac/ads/
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